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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和3年1月21日(2021.1.21)

【公開番号】特開2020-64711(P2020-64711A)
【公開日】令和2年4月23日(2020.4.23)
【年通号数】公開・登録公報2020-016
【出願番号】特願2018-194172(P2018-194172)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/525    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ   4/36     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  51/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/525    　　　　
   Ｈ０１Ｍ    4/36     　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｍ    4/36     　　　Ｃ
   Ｃ０１Ｇ   51/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年12月2日(2020.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子と、無機フッ化物粒子と、の混合物からな
り、該チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子が、チタンが少なくとも複合酸化物粒
子の内部に固溶して存在しているものであり、該無機フッ化物粒子が、ＭｇＦ2及びＡｌ
Ｆ3であることを特徴とするリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項２】
　前記チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子のＴｉの含有量が、リチウムコバルト
複合酸化物粒子中のＣｏ原子に対してＴｉ原子換算で０．０５～２．０モル％であること
を特徴とする請求項１記載のリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項３】
　前記チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子が、Ｃａ、Ｍｇ、Ｓｒ、Ｚｒ、Ａｌ、
Ｎｂ、Ｂ及びＷ（Ｍ元素）からなる群から選択される１種又は２種以上含有することを特
徴とする請求項１又は２いずれか１項記載のリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項４】
　前記チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子が、Ｍ元素として、Ｃａ、Ｍｇ、Ｓｒ
、Ｚｒ及びＡｌから選ばれる少なくとも１種又は２種以上を含有することを特徴とする請
求項３記載のリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項５】
　前記チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子が、Ｍ元素として、Ｍｇ、Ｓｒ、Ｚｒ
及びＡｌを含有することを特徴とする請求項３記載のリチウム二次電池用正極活物質。
【請求項６】
　前記無機フッ化物粒子の含有量が、前記チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子中
のＣｏ原子に対してＦ原子換算で０．０５～２．０モル％であることを特徴とする請求項
１～５いずれか１項記載のリチウム二次電池用正極活物質。
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【請求項７】
　チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子と、無機フッ化物粒子と、を混合処理し、
チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子と無機フッ化物粒子の混合物を得る第１工程
を有し、該チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子が、チタンが少なくとも複合酸化
物粒子の内部に固溶して存在しているものであり、該無機フッ化物粒子が、ＭｇＦ2及び
ＡｌＦ3であることを特徴とするリチウム二次電池用正極活物質の製造方法。
【請求項８】
　前記第１工程の混合処理を、乾式混合により行うことを特徴とする請求項７記載のリチ
ウム二次電池用正極活物質の製造方法。
【請求項９】
　前記第１工程の乾式の混合処理を、水の存在下に行うことを特徴とする請求項８記載の
リチウム二次電池用正極活物質の製造方法。
【請求項１０】
　前記第１工程の混合処理を、湿式混合により行うことを特徴とする請求項７記載のリチ
ウム二次電池用正極活物質の製造方法。
【請求項１１】
　更に、前記第１工程を行い得られるチタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子と無機
フッ化物粒子の混合物を加熱処理する第２工程を有することを特徴とする請求項７～１０
いずれか１項記載のリチウム二次電池用正極活物質の製造方法。
【請求項１２】
　前記第２工程における加熱処理の温度が２００～１１００℃であることを特徴とする請
求項１１記載のリチウム二次電池用正極活物質の製造方法。
【請求項１３】
　前記チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子が、Ｃａ、Ｍｇ、Ｓｒ、Ｚｒ、Ａｌ、
Ｎｂ、Ｂ及びＷ（Ｍ元素）の群から選択される１種又は２種以上を含有することを特徴と
する請求項７～１２いずれか１項記載のリチウム二次電池用正極活物質の製造方法。
【請求項１４】
　正極活物質として、請求項１～６いずれか１項記載のリチウム二次電池用正極活物質が
用いられていることを特徴とするリチウム二次電池。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　すなわち、本発明（１）は、チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子と、無機フッ
化物粒子と、の混合物からなり、該チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子が、チタ
ンが少なくとも複合酸化物粒子の内部に固溶して存在しているものであり、該無機フッ化
物粒子が、ＭｇＦ2及びＡｌＦ3であることを特徴とするリチウム二次電池用正極活物質を
提供するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１７】
　また、本発明（７）は、チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子と、無機フッ化物
粒子と、を混合処理し、チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子と無機フッ化物粒子
の混合物を得る第１工程を有し、該チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子が、チタ
ンが少なくとも複合酸化物粒子の内部に固溶して存在しているものであり、該無機フッ化
物粒子が、ＭｇＦ2及びＡｌＦ3であることを特徴とするリチウム二次電池用正極活物質の
製造方法を提供するものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、本発明（８）は、前記第１工程の混合処理を、乾式混合により行うことを特徴と
する（７）のリチウム二次電池用正極活物質の製造方法を提供するものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、本発明（９）は、前記第１工程の乾式の混合処理を、水の存在下に行うことを特
徴とする（８）のリチウム二次電池用正極活物質の製造方法を提供するものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、本発明（１０）は、前記第１工程の混合処理を、湿式混合により行うことを特徴
とする（７）のリチウム二次電池用正極活物質の製造方法を提供するものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、本発明（１１）は、更に、前記第１工程を行い得られるチタン含有リチウムコバ
ルト複合酸化物粒子と無機フッ化物粒子の混合物を加熱処理する第２工程を有することを
特徴とする（７）～（１０）いずれかのリチウム二次電池用正極活物質の製造方法を提供
するものである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、本発明（１２）は、前記第２工程における加熱処理の温度が２００～１１００℃
であることを特徴とする（１１）のリチウム二次電池用正極活物質の製造方法を提供する
ものである。
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【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、本発明（１３）は、前記チタン含有リチウムコバルト複合酸化物粒子が、Ｃａ、
Ｍｇ、Ｓｒ、Ｚｒ、Ａｌ、Ｎｂ、Ｂ及びＷ（Ｍ元素）の群から選択される１種又は２種以
上を含有することを特徴とする（７）～（１２）いずれかのリチウム二次電池用正極活物
質の製造方法を提供するものである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、本発明（１４）は、正極活物質として、（１）～（６）いずれかのリチウム二次
電池用正極活物質が用いられていることを特徴とするリチウム二次電池を提供するもので
ある。
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